
第 2 学年 2 組 社会科(地理的分野) 学習指導案 

指導者 福岡市立早良中学校 
教諭  竹下 真司 

１．単元名 「世界の国々を調べよう～ゲストティーチャーへの質問を通して～」 
 
２．指導観 

○ 今日の社会は，日常生活の至る所にグローバル化が進展しており，環境問題，資源・エネルギー問題な

ど様々な課題を抱えている。そして，さまざまな課題を解決するために，変容する国の様子を自ら調べ，

国の特色を理解する能力を身につけることが望まれている。 
  本単元では，国家規模の地域的特色をとらえる適切な主題を設けて追究し，世界の地理的認識を深めさ

せるとともに，国家規模の地域的特色をとらえる視点や方法を身につけさせることをねらいとしている。 
学習内容としては，主題を設定し，必要な資料を収集・選択して調査活動を行う。その際，ゲストティ

ーチャーからも情報を入手し，その結果をレポートにまとめて発表する。今日の世界情勢は我が国も含め

て様々な要因から刻々と変化をとげており，変化する国や地域に関心をもち続けることは何より大切であ

る。このように，国家規模の地域の特色に視点をあて，自ら認識できるようになることは大変に意義深い

ものと考える。 
○ 本単元の授業に先立って，小学校の社会科学習におけるアンケートを行った。その結果，単元「我が国

と経済や文化などの面でつながりが深い国（特にアジアの国々について）の人々の生活の様子」について，

日本のことについては学習しているが外国については全く学習していないことが判明した。しかし，総合

的な学習の時間に約 52％の生徒がアジアの国々について学習していることがわかった。その一方で，出

身小学校によって取り上げた国や学習時間にばらつきがあることも判明した。 
本学級の生徒は，班学習において，それぞれの班員がリーダーを中心に話し合いをしたり，調べ学習を

行ったりして，意欲的に学習をしている。しかし，４月に行われた県内学力診断テストでは，地理的分野

については，「世界・日本の地域構成」「身近な地域・県の調査」いずれの単元においても，県平均通過率

を下回っており，基礎的・基本的内容が十分に身についていないといえる。 
  本学級の生徒は，前時までに中華人民共和国とアメリカ合衆国を調べ，人口，生活・文化，工業，農業，

他の国々との結びつきの視点から国の特色をとらえている。そこで，これまでの学習で身につけた国の地

域的特色をとらえる視点や方法を用いて，自ら主題を設定し，ゲストティーチャーを招いて調べるという

学習活動は，生徒たちの興味・関心を喚起し学習意欲を高めることにつながると考える。 
○ 本単元の指導にあたっては，国の特色を理解するために，国の特色をとらえる視点や方法を使って，自

ら調べる主題を設定し，国の特色が分かる適切な情報を収集する。さらに，調べたことをレポートにまと

め，発表することをねらいとしている。そのために，まず，調べる国を決めさせ，その国の基本データを

収集させる。その際，地図帳を活用して，統計資料から国の基本データを集めさせたり，土地利用図から

国の特色を調べさせたりして，国の特色を調べる視点や方法を身につけさせる。次に，インターネットや

書籍から国の情報を集めさせる。その際，教科書 p103 の「世界の国々を調べる視点の例」を取り上げ，

国の特色を調べる視点を身につけさせたい。また，調べて分からなかったことやもっと調べてみたいこと

を挙げさせ，次時のゲストティーチャーへの質問事項とさせる。そして，ゲストティーチャーを迎え，ゲ

ストティーチャーへの質問を通して，国の特色をとらえる情報を収集させる。その際，司会に進行させな

がら班員に質問をさせる。ここでは，準備した質問事項以外に，ゲストティーチャーからの回答を通して

新たに生じた疑問などを質問をさせ，調べる国の理解を深めさせたい。さらに，集めた情報をレポートに

まとめさせる。その際，調べる国の視点を班で分担させ，A4 の用紙 1 枚に主題図やグラフなどを活用さ

せてまとめさせる。また，レポートの裏面に発表原稿を作成させ，調べた内容を整理させる。最後に，班

ごとに調べた国を発表させる。その際，発表を聞いている生徒には，国の特色をメモに取らせながら発表

を聞かせて，情報の共有化を図りたい。 
 



３．目標 

○世界の国々に対する関心を高め，その調査に意欲的に取り組み，国家規模の地域的特色をとらえようと

している。                         【社会的事象への関心・意欲・態度】 

○地理的事象から課題を見いだし，それを環境条件や人々の営み等と関連付けて多面的・多角的に追究す

ることができる。                            【社会的な思考・判断】 

○地図や統計その他の資料を収集し，その中から情報を適切に選択して活用するとともに，調べた国の地

域的特色を追究し考察した過程や結果をまとめ，発表することができる。  【資料活用の技能・表現】 

○調べた国の地域的特色を理解するとともに，国家規模の地域的特色をとらえる視点や方法を理解し，そ

れらの知識を身につけている。                 【社会的事象についての知識・理解】 

 

４．計画（６時間） 

次 
配

時 
学習内容・方法 

主な評価規準 

〈評価方法〉 

評価基準 

Ａ Ｂ 

１ ２ 

１．調べる国を決め，基本デ

ータを集める。 

・人口 ・面積 

・主な輸出品・土地利用 

２．資料をもとに必要な情報

を集め，質問を考える。 

・情報収集 

・質問作成 

資：地図帳を使って，調べる

国の基本データを集める

ことができる。 

〈学習プリント分析〉 

土地利用図と統

計資料から調べ

る国の特色をつ

かむことができ

る。 

統計資料から調

べる国の特色を

つかむことがで

きる。 

２ １ 

１．ゲストティーチャーに質

問をして，情報を集める。 

・インタビュー 

・日本の伝統文化の紹介 

関：国の特色を理解するため

に，ゲストティーチャーに

意欲的に質問をする。 

〈学習プリント分析・様相観

察〉 

返答の内容を理

解し，さらに発

展させて質問を

している。 

事前に用意した

質問を行い，問

題を解決しよう

としている。 

３ ２ 

１．調べた内容をレポートに

まとめる。 

・レポート作成 

 

 

２．発表原稿を作成する。 

・発表原稿作成 

資：調べた内容をまとめて，

レポートを作成すること

ができる。 

〈レポート分析〉 

 

思：調べた内容をもとに，発

表原稿を作成することが

できる。 

〈発表原稿分析〉 

調べた内容を地

図やグラフを効

果的に使ってレ

ポートにまとめる

ことができる。 

様々な視点を関

連付けて，発表

原稿を作成する

ことができる。 

調べた内容を文

章を中心にレポ

ートでまとめる

ことができる。 

 

レポートをもと

にした発表原稿

を作成すること

ができる。 

４ １ 

１．班単位で発表する。 

・フィジー ・パキスタン 

・東ティモール 

・インドネシア 

・ミャンマー 

・タジキスタン 

２．発表内容を聞き取る。 

３．学習の振り返り 

・自己評価 

・お礼状作成 

 

 

 

 

 

 

知：各班が発表した内容を聞

き取り，学習プリントに記

入することができる。 

〈学習プリント分析〉 

 

 

 

 

 

 

国の特色がわか

るように，発表

内容を整理して

学習プリントを

作成することが

できる。 

 

 

 

 

 

 

発表した内容を

学習プリントに

記入することが

できる。 

 

本

時 



５．本時  平成 21年 10 月 7日（水） 第 5校時 2年 2組教室にて 

（１）本時の指導観 

前時まで生徒は，地図帳や書籍などを使って，調べる国の基本データを集めている。そして，調べてい

くなかで疑問に思ったことやよく分からなかったことを質問事項としてまとめている。 

 本時は，ゲストティーチャーとの交流や質問を通して，国の特色をとらえる情報を意欲的に集めさせる

ことをねらいとしている。そこで，まず，教科書を使って国を調べる視点を復習させる。次に，学習のめ

あてを確認させ，ゲストティーチャーの紹介をする。その際，準備した質問以外に，新たに生まれた疑問

点などもたくさん質問をするように指導する。そして，ゲストティーチャーへ質問させ，国の特色となる

情報を集めさせる。その際，司会の生徒に進行させ，その国の言葉で挨拶と自己紹介をさせた後，事前に

準備した質問をさせる。また，質問終了後，ゲストティーチャーへのお礼として，日本の伝統文化を紹介

させる。最後に，質問内容と回答を発表させ，国を調べる視点を確認する。その際，次時からレポートを

作成することを告げ，レポート作成に必要な資料を図書室やインターネットから集めるように指示を出す。 

（２）主眼 

○国の特色を理解するために，ゲストティーチャーに意欲的に質問をする。【関心・意欲・態度】 

（３）準備 

①教科書 ②地図帳 ③東南アジアの掛地図 ④学習プリント 

⑤日本の伝統文化を紹介するために各班で準備するもの 

（４）過程 

学習活動・内容 
準

備 
手立て(○)と評価(◇) 形態 

配時 

(分) 

１．国を調べる視点と方法を確認する。 

（視点）・自然環境 ・人口 ・地域間の結びつき 

・生活や文化 ・資源と産業 

（方法）・統計資料 ・土地利用 ・インターネット 

２．本時のめあてを確認し，ゲストティーチャーの紹

介を聞く。 

めあて 

ゲストティーチャーへ質問して，国の特色となる

情報を集めよう。 

 

３．ゲストティーチャーに質問をして，国の特色とな

る情報を集める。 

・その国の言葉で挨拶と自己紹介 

・質問 

・日本の文化の紹介 

４．質問内容と回答の発表を聞く。 

・気候と年中行事 

・主な産業 

 

５．次時の学習の予告を聞く。 

・レポート作成 

① 

② 

 

 

③ 

④ 

 

 

 

 

④ 

⑤ 

 

 

 

④ 

○教科書ｐ103を使って，国

を調べる視点を確認させる。 

 

 

○ゲストティーチャーを紹介

する際，掛地図を使って国の

位置を示す。 

○準備した質問以外に，新た

に生じた疑問なども積極的に

質問するように指導する。 

◇国の特色を理解するため

に，ゲストティーチャーに意

欲的に質問をする。〈学習プリ

ント・様相観察〉 

 

○机間巡視をして，国の特色

を理解するために模範となる

質問をしていた生徒に発表さ

せる。 

一斉 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

班 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

一斉 

 

７ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

２８ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

５ 

 



６．評価問題 

１社会科の授業で，国の特色を調べる視点や方法を学んだ広海君は，自宅に帰ってサッカーで有名な南アメ

リカ州のブラジルについて調べようと思いました。地図帳を見て，以下の問いに答えを下の解答欄に記入

しなさい。（15分） 

(１)ブラジルの人口は何人か答えなさい。また，人口は多い方から数えて，世界で第何位か答えなさい。 

(２)ブラジルの面積は日本の約何倍か，下の①～④から選び番号で答えなさい。 

①約 11倍 ②約 22倍 ③約 33 倍 ④約 44倍 

(３)地図帳p133の統計資料から，ブラジルの主な農産物として間違っているものを下の①～④から１つ選び，

番号で答えなさい。 

①オレンジ類 ②コーヒー豆 ③牛肉 ④小麦 

(４)地図帳 p133 の統計資料から，ブラジルの主な鉱産物を下の①～④から１つ選び，番号で答えなさい。 

①原油 ②石炭 ③鉄鉱石 ④銅鉱石 

(５)下の文章は，ブラジルの貿易についての文章である。この文章中の下線部で間違っている部分

 

 

 

を選び，

①～④の番号で答えなさい。 

(６)ブラジルの人種でもっとも割合の多い人種を選び，①～④の番号で

答えなさい。 

○以下の問題は，地図帳p57～58 を見て答えなさい。 

①ヨーロッパ系 ②アフリカ系 ③混血 ④先住民 

(７)ブラジルでは，何語を話しているか答えなさい。 

(８)ブラジルの特色を右の白地図に地域別でまとめました。それぞれの

地域 A～D は，どんな特色があるのか下の①～④から選び，それぞ

れ番号で答えなさい。 

①熱帯林       ②コーヒー豆の栽培  

③とうもろこしの栽培 ④鉄鉱石の鉱山 

 

【解答欄】 

１ 

(1)        人 第        位 (2) (3) 

(4) (5) (6) (7)        語 

(8)A B C D 

※地図帳を使ったテストの終了後，解答用紙を回収します。 

 

 

２年【  】組【   】番 氏名【          】 

ブラジルの最大の貿易相手国は，輸出・輸入とも①アメリカである。また，ブラジルは②輸出額より輸入額

が多い特色をもっている。おもな輸出品目は③機械類・自動車・鉄鋼といった④工業製品が中心となっている。 

A 

B 

D 

C 


